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(57)【要約】
【課題】使用者に対して多様な動作感を付与することが
できる揺動装置を提供する。
【解決手段】使用者が着座可能な座部１２と、使用者の
脚部を支持する脚部支持部１８と、使用者の背中を支持
する背もたれ部１３とを備え、それらの一部を左右方向
に揺動可能なマッサージ機１０であって、使用者の背面
側から使用者の身体において体軸方向に異なる押圧部位
を押圧するエアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃを複数備
え、エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、座部１２、
脚部支持部１８、及び背もたれ部１３のうち、それらの
一部が左右方向に揺動した状態で、使用者の身体を背面
側から押圧する押圧位置を変更させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
使用者が着座可能な座部と前記使用者の脚部を支持する脚部支持部と前記使用者の背中を
支持する背もたれ部とのうちの前記座部を含む少なくとも２つを有した身体支持部を備え
、その身体支持部の一部を左右方向に揺動可能な揺動装置であって、
　前記使用者の背面側から前記使用者の身体において体軸方向における位置が異なる部位
を押圧可能な押圧機構を複数備え、
　前記押圧機構は、前記身体支持部の一部が左右方向に揺動した状態で、前記使用者の身
体を背面側から押圧する押圧位置を変更させることを特徴とする揺動装置。
【請求項２】
請求項１に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、前記使用者の背面側から前記使用者の身体において左右方向における
位置が異なる複数の部位を押圧可能であることを特徴とする揺動装置。
【請求項３】
請求項２に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、左右方向において前記使用者の身体を押圧する部位の数が、前記使用
者の体軸方向において位置が異なる前記複数の部位同士で異なることを特徴とする揺動装
置。
【請求項４】
請求項１～請求項３のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、前記使用者の身体を背面側から押圧する際に収縮状態から膨張状態と
なるように膨縮する膨縮部材を有することを特徴とする揺動装置。
【請求項５】
請求項４に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、複数の前記膨縮部材が膨縮方向と交差する方向において部分的に重畳
するように設けられていることを特徴とする揺動装置。
【請求項６】
請求項１～請求項５のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、前記身体支持部の各構成要素のうち少なくとも一つにおいて、前記使
用者の身体における複数の部位を押圧することを特徴とする揺動装置。
【請求項７】
請求項１～請求項６のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、押圧動作時における最大押圧量を変化させることを特徴とする揺動装
置。
【請求項８】
請求項１～請求項７のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、前記使用者の身体に対する押圧状態を維持させることを特徴とする揺
動装置。
【請求項９】
請求項１～請求項８のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記身体支持部の各構成要素のうち少なくとも一つには、傾斜角度を調整する角度調整
機構が設けられていることを特徴とする揺動装置。
【請求項１０】
請求項１～請求項９のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、前記使用者の身体における複数の部位を同時に押圧可能であることを
特徴とする揺動装置。
【請求項１１】
請求項１～請求項１０のうち何れか一項に記載の揺動装置において、
　前記押圧機構は、前記使用者の身体における複数の部位のうち、前記使用者の末梢側に
位置する部位から前記使用者の中枢側に位置する部位に向けての順に、又は、前記使用者
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の中枢側に位置する部位から前記使用者の末梢側に位置する部位に向けての順に、前記使
用者の身体に対して背面側から押圧動作を行うことを特徴とする揺動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、身体を揺動させることで身体をほぐす効果を付与する揺動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、着座状態の使用者に対してマッサージ動作を実行可能な椅子型マッサージ機が知
られている。こうした椅子型マッサージ機の中には、使用者の脚部を載置可能なオットマ
ンに対して使用者の両足首を受けるための足受け部材が左右方向への揺動可能に設けられ
たものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この特許文献１に記載の椅子型マッサージ機には、足受け部材を取り付ける取付板が左
右方向へのスライド移動可能に設けられている。この取付板は、駆動源としてのモータの
回転軸に対して動力伝達可能に連結されているため、モータの回転軸が回転駆動されると
、モータから伝達される駆動力に基づき、足受け部材を取り付けた状態で左右方向にスラ
イドする。その結果、使用者の足首部分を受けている足受け部材が左右方向に往復移動す
ることに伴って、使用者の両脚部等の下半身（脚部全体）が使用者の腰部を中心として揺
動運動することにより、使用者の脚部の緊張状態が緩和されるようになっている。
【０００４】
　また、特許文献１に記載の椅子型マッサージ機の背もたれ部には、左右一対の偏心ロー
ラが設けられている。そして、これら一対の偏心ローラのうち、左側の偏心ローラが背も
たれ部の表面側に突出するように回転すると足受け部材が左方に移動する一方で、右側の
偏心ローラが背もたれ部の表面側に突出するように回転すると足受け部材が右方に移動す
るようになっている。
【０００５】
　その結果、使用者の下半身が左側に揺動すると使用者の上半身が右側に旋回される一方
で、使用者の下半身が右側に揺動すると使用者の上半身が左側に旋回されるようになる。
すなわち、偏心ローラの回転動作と足受け部材の揺動動作を同期させることに伴って、使
用者の身体に対してひねり動作が大きく作用するため、より大きな効果を有する動作感の
異なる身体をほぐす動作が実行されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－３２８２６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記の椅子型マッサージ機においては、使用者の脚部の左右方向への揺動動
作に伴って、使用者の上半身がひねるように旋回動作させられる。しかしながら、その場
合における上半身の旋回方向は脚部の揺動方向に関連付けて予め定められた一定方向であ
るため、揺動動作時に使用者の身体に対して単調な動作感しか付与できないという問題が
あった。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、使用者に対して
多様な動作感を付与することができる揺動装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の揺動装置は、使用者が着座可能な座部と前記使用
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者の脚部を支持する脚部支持部と前記使用者の背中を支持する背もたれ部とのうちの前記
座部を含む少なくとも２つを有した身体支持部を備え、その身体支持部の一部を左右方向
に揺動可能な揺動装置であって、前記使用者の背面側から前記使用者の身体において体軸
方向における位置が異なる部位を押圧可能な押圧機構を複数備え、前記押圧機構は、前記
身体支持部の一部が左右方向に揺動した状態で、前記使用者の身体を背面側から押圧する
押圧位置を変更させることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、前記使用者の背面側から前記使用
者の身体において左右方向における位置が異なる複数の部位を押圧可能であることを特徴
とする。
【００１１】
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、左右方向において前記使用者の身
体を押圧する部位の数が、前記使用者の体軸方向において位置が異なる前記複数の部位同
士で異なることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、前記使用者の身体を背面側から押
圧する際に収縮状態から膨張状態となるように膨縮する膨縮部材を有することを特徴とす
る。
【００１３】
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、複数の前記膨縮部材が膨縮方向と
交差する方向において部分的に重畳するように設けられていることを特徴とする。
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、前記身体支持部の各構成要素のう
ち少なくとも一つにおいて、前記使用者の身体における複数の部位を押圧することを特徴
とする。
【００１４】
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、押圧動作時における最大押圧量を
変化させることを特徴とする。
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、前記使用者の身体に対する押圧状
態を維持させることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の揺動装置において、前記身体支持部の各構成要素のうち少なくとも一つ
には、傾斜角度を調整する角度調整機構が設けられていることを特徴とする。
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、前記使用者の身体における複数の
部位を同時に押圧可能であることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の揺動装置において、前記押圧機構は、前記使用者の身体における複数の
部位のうち、前記使用者の末梢側に位置する部位から前記使用者の中枢側に位置する部位
に向けての順に、又は、前記使用者の中枢側に位置する部位から前記使用者の末梢側に位
置する部位に向けての順に、前記使用者の身体に対して背面側から押圧動作を行うことを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、使用者に対して多様な動作感を付与することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る第１実施形態のマッサージ機の斜視図。
【図２】（ａ）は同実施形態のマッサージ機の模式図、（ｂ）は座部エアバッグの模式図
。
【図３】（ａ）は座部エアバッグが膨張動作を行う前の状態を示す模式図、（ｂ）は座部
エアバッグが膨張動作を行っている状態を示す模式図。
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【図４】マッサージ機の制御構成を示すブロック図。
【図５】（ａ）は脚部エアバッグが膨張動作を行っている状態の模式図、（ｂ）は座部エ
アバッグが膨張動作を行っている状態の模式図、（ｃ）は背部エアバッグが膨張動作を行
っている状態の模式図。
【図６】本発明に係る第２実施形態のマッサージ機の斜視図。
【図７】同実施形態のマッサージ機であって、（ａ）は座部エアバッグが膨張動作を行う
前の状態の模式図、（ｂ）は座部エアバッグが膨張動作を行っている状態の模式図、（ｃ
）は座部エアバッグが図７（ｂ）とは異なる態様で膨張動作を行っている状態の模式図。
【図８】（ａ）は本発明に係る第３実施形態のマッサージ機の模式図、（ｂ）は同実施形
態の脚部エアバッグを側方から見た模式図。
【図９】同実施形態のマッサージ機であって、（ａ）は脚部エアバッグが膨張動作を行う
前の状態の模式図、（ｂ）は脚部エアバッグが膨張動作を行っている状態の模式図、（ｃ
）は脚部エアバッグが図９（ｂ）よりも大きな膨張量で膨張動作を行っている状態の模式
図。
【図１０】（ａ）は本発明に係る第４実施形態のマッサージ機の模式図、（ｂ）は座部エ
アバッグを側方から見た模式図。
【図１１】本発明に係る第５実施形態のマッサージ機であって、（ａ）は傾動動作を行う
前の状態を示す模式図、（ｂ）は傾動動作を行った後の状態を示す模式図。
【図１２】本発明に係る第６実施形態のマッサージ機であって、（ａ）は膨張動作を行う
前の状態を示す模式図、（ｂ）は脚部エアバッグ及び座部エアバッグが膨張動作を行って
いる状態の模式図。
【図１３】本発明に係る第７実施形態のマッサージ機であって、（ａ）は脚部エアバッグ
が膨張動作を行っている状態の模式図、（ｂ）は座部エアバッグが膨張動作を行っている
状態の模式図、（ｃ）は背部エアバッグが膨張動作を行っている状態の模式図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明を椅子型のマッサージ機に具体化した第１実施形態を図１～図５に従って
説明する。
　図１に示すように、本実施形態のマッサージ機１０は、図示しない床面に載置される脚
部１１を備え、その脚部１１の上方には使用者が着座可能な座部１２が固定されている。
この座部１２の後側には、使用者が背中をもたせ掛けさせるための背もたれ部１３が角度
調整機構としての傾動機構１４（図４参照）によって傾動可能に設けられている。また、
座部１２の前側には、使用者の脚部のうち下腿部を載せることができるオットマン１５が
同じく傾動機構１４によって傾動可能に設けられている。また、座部１２の左右両側には
、使用者の腕を置くための肘掛け部１６が背もたれ部１３から座部１２の両側前方にかけ
て設けられている。そして、図４に示すように、制御部１７からの制御指令に基づいて傾
動機構１４が駆動制御されることにより、背もたれ部１３及びオットマン１５の傾斜角度
が調整される。
【００２０】
　なお、オットマン１５には、使用者の下腿部を挿入可能な凹状をなす脚部支持部１８が
左右に計２つ配置されている。そして、図４に示すように、制御部１７からの制御指令に
基づいて揺動駆動部１９が駆動制御されることにより、各脚部支持部１８が左右方向に揺
動する。そして、本実施形態では、座部１２と脚部支持部１８と背もたれ部１３という３
つの構成要素により、マッサージ機１０を使用する使用者の身体を支持する身体支持部が
構成されている。
【００２１】
　また、図２（ａ）に示すように、背もたれ部１３、座部１２、及び左右一対の脚部支持
部１８には、背部エアバッグ２０ａ、座部エアバッグ２０ｂ、及び脚部エアバッグ２０ｃ
がそれぞれ一つずつ設けられている。図４に示すように、これらのエアバッグ２０ａ，２
０ｂ，２０ｃは、制御部１７からの制御指令に基づいてエアポンプが駆動制御されること
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により膨張状態と収縮状態との間での膨縮動作を行う膨縮部材として機能する。そして、
これらのエアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃが膨縮動作されることにより、座部１２に着
座した使用者の身体が背面側から押圧される。すなわち、本実施形態では、背部エアバッ
グ２０ａ、座部エアバッグ２０ｂ、及び脚部エアバッグ２０ｃが、使用者の身体を背面側
から押圧する押圧機構として機能する。なお、これらのエアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０
ｃの構成は同じであるため、以下の説明においては、座部１２に設けられた座部エアバッ
グ２０ｂの構成について説明する。
【００２２】
　図２（ｂ）に示すように、座部１２の上面には、座部１２の左右方向の略全域に亘って
延びる開口形状の凹部２４が形成されている。この凹部２４には、その開口形状と略同一
の平面視形状を有する座部エアバッグ２０ｂが収容されている。そして、凹部２４に収容
された座部エアバッグ２０ｂの上面は座部１２の上面に対して面一となっている。
【００２３】
　そして、図３（ａ）に示すように、使用者が大腿部Ａを座部エアバッグ２０ｂの上側に
載置させつつ臀部Ｃを座部１２に支持させた着座状態で、制御部１７からの制御指令に基
づき座部エアバッグ２０ｂが膨張すると、座部エアバッグ２０ｂの上面が座部１２の上面
から突出する（図３（ｂ）参照）。その結果、座部エアバッグ２０ｂの上面に載置された
使用者の大腿部Ａが上方に持ち上がることにより、座部１２に臀部Ｃを支持させて着座し
た使用者の着座姿勢が変化する。
【００２４】
　次に、上記のように構成されたマッサージ機１０の作用について、特に、使用者の下腿
部の揺動動作時に、使用者の着座姿勢が変更される場合の作用に着目して以下説明する。
　さて、本実施形態のマッサージ機１０では、座部１２に着座した使用者の身体に対して
揺動動作による刺激を与える場合、まず、制御部１７が揺動駆動部１９を駆動制御する。
すると、各脚部支持部１８が左右に揺動することにより、これらの脚部支持部１８に支持
されている使用者の下腿部Ｂ（図５参照）も各脚部支持部１８と連動して左右に揺動する
。そして、使用者の身体に対する揺動刺激の伝達態様を変更する場合、制御部１７は、背
部エアバッグ２０ａ、座部エアバッグ２０ｂ、及び、脚部エアバッグ２０ｃのうち、何れ
か一つを膨張動作させる。
【００２５】
　まず、制御部１７が脚部エアバッグ２０ｃを膨張動作させた場合、図５（ａ）に示すよ
うに、脚部エアバッグ２０ｃが、脚部支持部１８において使用者の脹脛を支持する面と直
交する前方斜め上方に突出する。その結果、脚部エアバッグ２０ｃの突出動作に伴って、
この脚部エアバッグ２０ｃの上側に載置された使用者の脚部における下腿部Ｂが脚部支持
部１８から離間するように上方に持ち上がる。そして、座部１２に着座した使用者の下腿
部Ｂが前方に伸びるように使用者の着座姿勢が変化する。したがって、下腿部Ｂの揺動動
作時における使用者の着座姿勢が変化することにより、脚部エアバッグ２０ｃを揺動支点
として使用者の下腿部Ｂがより大きく揺動するように、使用者の下腿部Ｂから上半身への
揺動の伝達態様が変化する。そして、脚部エアバッグ２０ｃの膨張動作を実行する前とは
異なる動作感の揺動刺激が使用者の身体に対して身体をほぐす効果として付与される。
【００２６】
　また、制御部１７が座部エアバッグ２０ｂを膨張動作させた場合、図５（ｂ）に示すよ
うに、座部エアバッグ２０ｂが、座部１２において使用者の大腿部Ａを支持する座面と直
交する鉛直上方に突出する。その結果、座部エアバッグ２０ｂの膨張動作に伴って、この
座部エアバッグ２０ｂの上側に載置された使用者の大腿部Ａが座部１２から離間するよう
に上方に持ち上がる。なお、図５（ｂ）に示すように、このとき使用者の臀部Ｃは依然と
して座部１２に支持された状態を維持している。そして、座部１２に着座した使用者の大
腿部Ａを後方に抱え込むように、使用者の着座姿勢が変化する。したがって、座部エアバ
ッグ２０ｂを揺動支点として使用者の下半身全体がより大きく揺動するように、使用者の
下腿部Ｂから上半身への揺動の伝達態様が変化する。そして、脚部エアバッグ２０ｃの膨
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張動作時とは異なる動作感の揺動刺激が使用者の身体に対して身体をほぐす効果として付
与される。
【００２７】
　また、制御部１７が背部エアバッグ２０ａを膨張動作させた場合、図５（ｃ）に示すよ
うに、背部エアバッグ２０ａが背もたれ部１３において使用者の背面を支持する面と直交
する前方斜め上方に突出する。その結果、背部エアバッグ２０ａの膨張動作に伴って、こ
の背部エアバッグ２０ａの上側に載置された使用者の背面が背もたれ部１３から離間する
ように上方に持ち上がる。そのため、背部エアバッグ２０ａが使用者の背面を押圧すると
、使用者の背部が背もたれ部１３から上方に離間するように使用者の着座姿勢が変化する
。特に、本実施形態では、背部エアバッグ２０ａの膨張動作時には、制御部１７が傾動機
構１４を駆動制御することにより、背もたれ部１３及びオットマン１５が後方に倒れ込む
ように傾動している。そのため、背部エアバッグ２０ａを揺動支点として使用者の下半身
から腰部及び腹部に至るまでの部位がより大きく揺動するように、使用者の下腿部Ｂから
上半身への揺動の伝達態様が変化する。したがって、脚部エアバッグ２０ｃ及び座部エア
バッグ２０ｂの各膨張動作時とは異なる動作感の揺動刺激が使用者の身体に対して身体を
ほぐす効果として付与される。
【００２８】
　上記第１実施形態によれば、以下に示す効果を得ることができる。
　（１）各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃが使用者の身体を背面側から押圧する部位
を使用者の体軸方向において様々に変化させることにより使用者の着座姿勢が変化するた
め、身体支持部の一部である脚部支持部１８の揺動動作時に、使用者の身体に対して多様
な動作感を付与することができる。
【００２９】
　（２）各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃの膨縮動作に伴って、使用者の身体に対し
て背面側からゆっくりとした押圧力が作用することにより、使用者の着座姿勢を緩やかに
変化させることができる。
【００３０】
　（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について図６及び図７に基づき説明する。なお、第２実施
形態は、エアバッグが使用者の体幅方向である左右方向において位置が異なる複数の部位
ごとに対応して設けられた点が第１実施形態と異なる。したがって、以下の説明において
は、第１実施形態と相違する構成について主に説明するものとし、第１実施形態と同一又
は相当する構成については同一符号を付して重複説明を省略するものとする。
【００３１】
　さて、図６に示すように、本実施形態のマッサージ機１０は、背もたれ部１３の上側寄
りの位置に、左右方向に間隔を隔てて複数（本実施形態では３つ）の背部エアバッグ２０
ａが設けられている。具体的には、これらの背部エアバッグ２０ａのうち中央に位置する
背部エアバッグ２０ａは、使用者の背筋部分に対応するように背もたれ部１３の左右方向
の略中央位置に配置されている。また、これらの背部エアバッグ２０ａのうち左右両側に
各々位置する背部エアバッグ２０ａは、使用者の左右両肩部に対応するように背もたれ部
１３の左右方向の両端位置に配置されている。
【００３２】
　また、座部１２には、その前後両端に亘って長く延びる複数（本実施形態では２つ）の
座部エアバッグ２０ｂが、左右方向に間隔を隔てて設けられている。具体的には、これら
の座部エアバッグ２０ｂは、座部１２の左右方向の中心位置を基準として左右対称な配置
態様となるように、座部１２の左右両側に設けられている。
【００３３】
　すなわち、本実施形態では、各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、使用者の背面側
から使用者の身体において左右方向における位置が異なる複数の部分（部位）を押圧する
。また、各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、左右方向において使用者の身体を押圧
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する押圧部位の数が、使用者の体軸方向において位置が異なる複数の部位（すなわち、座
部１２、背もたれ部１３及び脚部支持部１８と各々対応する複数の部位）ごとに異なって
いる。さらに、座部１２に設けられた座部エアバッグ２０ｂは、前後方向に長く形成され
ているため、使用者の大腿部Ａだけでなく臀部Ｃも同様に上方へ押し上げ可能とされてい
る。
【００３４】
　次に、上記のように構成されたマッサージ機１０の作用について、特に、使用者の下腿
部Ｂの揺動動作時に、座部１２に設けられた座部エアバッグ２０ｂが使用者の着座姿勢を
変化させる際の作用に着目して以下説明する。
【００３５】
　さて、本実施形態のマッサージ機１０において、図７（ａ）に示すように、座部１２に
設けられた左右一対の座部エアバッグ２０ｂが座部１２の上面に対して面一となっている
状態では、使用者の左右の各大腿部Ａは略水平姿勢となるように座部１２に支持される。
【００３６】
　ここで、本実施形態のマッサージ機１０において、脚部支持部１８の揺動動作により使
用者の下腿部Ｂが揺動動作しているときに、制御部１７からの制御指令に基づいて、左右
一対の座部エアバッグ２０ｂのうち、右側の座部エアバッグ２０ｂが座部１２の上面から
鉛直上方に突出するように膨張したとする。すると、図７（ｂ）に示すように、使用者の
右側の大腿部Ａ及び臀部Ｃの右側部分が右側の座部エアバッグ２０ｂによって上方に持ち
上げられることにより、使用者の下半身が正面から見て右回り方向に捻られるように、使
用者の着座姿勢が変化する。その結果、右側の座部エアバッグ２０ｂの膨張動作を実行す
る前とは異なる動作感の揺動刺激が使用者の身体に対して身体をほぐす効果として付与さ
れる。
【００３７】
　また、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、制御部１７からの制御指令に基づいて、左右
両側の各座部エアバッグ２０ｂが座部１２の上面から鉛直上方に突出するように膨張した
とする。すると、図７（ｃ）に示すように、使用者の左右の大腿部Ａ及び臀部Ｃの全体が
左右両座部エアバッグ２０ｂによって上方に持ち上げられることにより、使用者の左右の
各大腿部Ａが略水平姿勢を維持しつつ、使用者の着座姿勢が変化する。その結果、座部エ
アバッグ２０ｂの膨張動作を実行しない場合、及び、左右両側の座部エアバッグ２０ｂの
うち、一方の座部エアバッグ２０ｂの膨張動作を実行した場合とは異なる動作感の揺動刺
激が使用者の身体に対して身体をほぐす効果として付与される。
【００３８】
　上記第２実施形態によれば、上記第１実施形態の効果（１），（２）に加えて、以下に
示す効果を得ることができる。
　（３）エアバッグ２０ａ，２０ｂが使用者の身体において体幅方向である左右方向での
位置が異なる複数の部分を押圧するため、使用者の着座姿勢をより多様に変化させること
ができ、脚部支持部１８の揺動動作時に、使用者の身体に対してより多様な動作感を付与
することができる。
【００３９】
　（４）各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、左右方向において使用者の身体を押圧
する部位の数が、使用者の体軸方向において位置が異なる複数の部位（すなわち、座部１
２、背もたれ部１３及び脚部支持部１８と各々対応する複数の部位）ごとに異なっている
。そのため、各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、使用者の体軸方向での位置が異な
る複数の部位ごとに適した数の押圧箇所を設定することにより、使用者の身体に対して良
好な動作感の身体をほぐす効果を付与することができる。
【００４０】
　（５）エアバッグ２０ａ，２０ｂは、座部１２及び背もたれ部１３において、使用者の
身体における複数の部位を押圧する。そのため、エアバッグ２０ａ，２０ｂは、座部１２
及び背もたれ部１３において、使用者の身体に対する押圧動作を施す部位（押圧部位）が
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近接して配置されるため、使用者の身体に対する押圧部位を連続的に変化させることがで
きる。
【００４１】
　（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態を図８及び図９に基づき説明する。なお、第３実施形態は
、使用者の脚部の揺動動作時における脚部エアバッグ２０ｃの最大膨張量が変化する点が
上記各実施形態と異なる。したがって、以下の説明においては、上記各実施形態と相違す
る構成について主に説明するものとし、上記各実施形態と同一又は相当する構成について
は同一符号を付して重複説明を省略するものとする。
【００４２】
　図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すように、本実施形態のマッサージ機１０は、左右一対
の脚部支持部１８において使用者の脹脛を支持する面部位に、当該面部位の左右方向の略
全域に亘る幅寸法を有する矩形板状の回動部材３１が設けられている。回動部材３１は、
その上端部が各脚部支持部１８の側壁部に挿通される回動軸３２によって回動自在に軸支
されている。また、各脚部支持部１８において使用者の脹脛と回動部材３１を間に介在さ
せて対向する対向面１８ａには、当該対向面１８ａと回動部材３１との間に介在するよう
に脚部エアバッグ２０ｃが各々設けられている。
【００４３】
　そして、本実施形態のマッサージ機１０では、図９（ａ）に示すように、脚部支持部１
８の脚部エアバッグ２０ｃが収縮した状態では、使用者の下腿部Ｂが回動部材３１によっ
て前方に押し出されることがないため、使用者の足裏が脚部支持部１８に密着する。
【００４４】
　ここで、本実施形態のマッサージ機１０において、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、
制御部１７からの制御指令に基づいて、脚部支持部１８に設けられた脚部エアバッグ２０
ｃが膨張動作をしたとする。すると、図９（ｂ）に示すように、脚部エアバッグ２０ｃの
膨張動作に伴って、回動部材３１が回動軸３２を中心として前方に回動することにより、
使用者の下腿部Ｂが脚部支持部１８から前方に離間するように持ち上がる。すると、使用
者の足裏全体が脚部支持部１８から離間するように前方斜め上方に変位して、使用者の着
座姿勢が変化する。その結果、脚部エアバッグ２０ｃの膨張動作を実行する前とは異なる
動作感の揺動刺激が使用者の身体に対して身体をほぐす効果として付与される。
【００４５】
　そして、制御部１７は、脚部エアバッグ２０ｃの膨張量が使用者の身体に対する最大押
圧量となるように予め設定した目標膨張量に達した時点で、エアポンプの駆動を停止させ
て脚部エアバッグ２０ｃの膨張形状を所定の大きさで維持する。すると、使用者の着座姿
勢は、目標膨張量に対応した膨張形状の脚部エアバッグ２０ｃによる最大押圧量の押圧力
を受けて下腿部Ｂ全体が前方斜め上方に変位した状態で維持される。そのため、脚部エア
バッグ２０ｃの膨張動作を実行する前とは異なる動作感の揺動刺激が使用者の身体に対し
て一定の時間内に継続して身体をほぐす効果として付与される。
【００４６】
　また、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、制御部１７からの制御指令に基づいて、脚部
支持部１８に設けられた脚部エアバッグ２０ｃが目標膨張量を増大させて膨張形状を更に
大きくしたとする。すると、図９（ｃ）に示すように、脚部エアバッグ２０ｃの更なる膨
張動作に伴って、回動部材３１が回動軸３２を中心として前方に更に大きく回動すること
により、使用者の下腿部Ｂが脚部支持部１８から更に大きく前方に離間するように持ち上
がる。
【００４７】
　すると、使用者の足裏全体が脚部支持部１８から更に大きく離間するように使用者の脚
部が前方斜め上方に変位するため、脚部エアバッグ２０ｃの目標膨張量に対応した最大押
圧量を変化させる前と比較して、使用者の着座姿勢が変化する。その結果、脚部エアバッ
グ２０ｃの目標膨張量（最大押圧量）を変化させる前とは異なる動作感の揺動刺激が使用
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者の身体に対して身体をほぐす効果として付与される。
【００４８】
　上記第３実施形態によれば、上記第１実施形態の効果（１），（２）に加えて以下に示
す効果を得ることができる。
　（６）脚部エアバッグ２０ｃの膨張動作時における最大押圧量を規定する目標膨張量を
変化させることにより、下腿部Ｂに対する押圧力を様々に変更させて使用者の姿勢を多様
に変化させることができるため、下腿部Ｂの揺動動作時に使用者の身体に作用する身体を
ほぐす動作の動作感をより多様に変化させることができる。
【００４９】
　（７）脚部エアバッグ２０ｃの膨張状態（膨張形状）を維持させて使用者の着座姿勢を
維持することにより、使用者の身体に対して十分な刺激を付与することができる。
　（第４実施形態）
　次に、本発明の第４実施形態を図１０に基づき説明する。なお、第４実施形態は、複数
のエアバッグが膨縮方向と交差する方向において部分的に重畳するように設けられている
点が上記各実施形態と異なる。したがって、以下の説明においては、上記各実施形態と相
違する構成について主に説明するものとし、上記各実施形態と同一又は相当する構成につ
いては同一符号を付して重複説明を省略するものとする。
【００５０】
　図１０（ａ）及び図１０（ｂ）に示すように、本実施形態のマッサージ機１０は、座部
１２の上面の左右両側に複数（本実施形態では３つ）の座部エアバッグ２０ｂが各々設け
られている。これらの座部エアバッグ２０ｂは、膨縮方向となる上下方向と交差する前後
方向において部分的に重なり合って座部１２の上面の前端側から後端側に亘って連なるよ
うに設けられている。
【００５１】
　そして、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、これらの座部エアバッグ２０ｂのうち、前
側の座部エアバッグ２０ｂの膨張動作が制御部１７からの制御指令に基づいて行われると
、膨張動作した座部エアバッグ２０ｂが使用者の身体の揺動支点として機能する。続いて
、後方に隣り合う他の座部エアバッグ２０ｂの膨張動作が制御部１７からの制御指令に基
づいて順次行われると、使用者の身体の揺動支点が後方側に移動する。特に、本実施形態
では、前後に並列した座部エアバッグ２０ｂが部分的に重なり合うように配置されている
ため、これらの座部エアバッグ２０ｂの膨張動作を順次行うことにより、使用者の身体の
揺動支点が後方側に連続的に移動する。その結果、使用者の下腿部Ｂから上半身への揺動
の伝達態様が連続的に変化するため、連続的に変化する動作感の揺動刺激が使用者の身体
に対して身体をほぐす効果として付与される。
【００５２】
　上記第４実施形態によれば、上記第１実施形態の効果（１），（２）に加えて以下に示
す効果を得ることができる。
　（８）座部エアバッグ２０ｂが膨縮方向となる上下方向と交差する前後方向において部
分的に重畳するように配置されているため、使用者の身体の押圧部位を前後方向へ連続的
に変化させることができる。
【００５３】
　（第５実施形態）
　次に、本発明の第５実施形態を図１１に基づき説明する。なお、第５実施形態は、使用
者の下腿部Ｂの揺動動作時に、背もたれ部１３及びオットマン１５の傾斜角度を変化させ
る点が上記各実施形態と異なる。したがって、以下の説明においては、上記各実施形態と
相違する構成について主に説明するものとし、上記各実施形態と同一又は相当する構成に
ついては同一符号を付して重複説明を省略するものとする。
【００５４】
　さて、図１１（ａ）に示すように、本実施形態のマッサージ機１０は、座部１２に着座
した使用者の身体に対して揺動動作による刺激を与える場合、まず、制御部１７が揺動駆
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動部１９を駆動制御する。すると、各脚部支持部１８が左右に揺動することにより、これ
らの脚部支持部１８に支持されている使用者の脚部も各脚部支持部１８と連動して左右に
揺動する。
【００５５】
　そして、この状態で、制御部１７は、脚部エアバッグ２０ｃを膨張動作させる。すると
、脚部エアバッグ２０ｃが、脚部支持部１８において使用者の脹脛と対向する対向面１８
ａと直交する鉛直上方に突出する。その結果、脚部エアバッグ２０ｃの突出動作に伴って
、この脚部エアバッグ２０ｃの上側に載置された使用者の下腿部Ｂが脚部支持部１８から
離間するように上方に持ち上がる。
【００５６】
　ここで、使用者の身体に対する揺動刺激の伝達態様を変更する場合、制御部１７は、傾
動機構１４を駆動制御する。すると、傾動機構１４が背もたれ部１３及びオットマン１５
を後方に倒れ込ませるように傾動させることにより、オットマン１５に設けられた脚部エ
アバッグ２０ｃの三次元位置が変化する。すなわち、使用者の脚部が揺動する際の使用者
の着座姿勢が変化する。したがって、使用者の下腿部Ｂから上半身への揺動の伝達態様が
変化するため、背もたれ部１３及びオットマン１５を傾動させる前とは異なる動作感の揺
動刺激が使用者の身体に対して身体をほぐす効果として付与される。
【００５７】
　上記第５実施形態によれば、上記第１実施形態の効果（１），（２）に加えて以下に示
す効果を得ることができる。
　（９）背もたれ部１３及びオットマン１５の傾斜角度を変化させて使用者の着座姿勢を
変化させることにより、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に使用者の身体に作用する身体を
ほぐす動作の動作感を多様に変化させることができる。
【００５８】
　（第６実施形態）
　次に、本発明の第６実施形態を図１２に基づき説明する。なお、第６実施形態は、使用
者の下腿部Ｂの揺動動作時に、座部エアバッグ２０ｂ及び脚部エアバッグ２０ｃが使用者
の身体を同時に押圧する点が上記各実施形態と異なる。したがって、以下の説明において
は、上記各実施形態と相違する構成について主に説明するものとし、上記各実施形態と同
一又は相当する構成については同一符号を付して重複説明を省略するものとする。
【００５９】
　さて、図１２（ａ）に示すように、本実施形態のマッサージ機１０は、座部１２に着座
した使用者の身体に対して揺動動作による刺激を与える場合、まず、制御部１７が揺動駆
動部１９を駆動制御する。すると、各脚部支持部１８が左右に揺動することにより、これ
らの脚部支持部１８に支持されている使用者の脚部も各脚部支持部１８と連動して左右に
揺動する。
【００６０】
　ここで、使用者の身体に対する揺動刺激の伝達態様を変更する場合、制御部１７は、座
部エアバッグ２０ｂ及び脚部エアバッグ２０ｃを同時に膨張動作させる。すると、脚部エ
アバッグ２０ｃが、脚部支持部１８において使用者の脹脛と対向する対向面１８ａと直交
する前方斜め上方に突出する。その結果、脚部エアバッグ２０ｃの突出動作に伴って、こ
の脚部エアバッグ２０ｃの上側に載置された使用者の下腿部Ｂが脚部支持部１８から離間
するように上方に持ち上がる。また同時に、座部エアバッグ２０ｂが、座部１２において
使用者の大腿部Ａを支持する座面と直交する鉛直上方に突出する。その結果、座部エアバ
ッグ２０ｂの突出動作に伴って、この座部エアバッグ２０ｂの上側に載置された使用者の
大腿部Ａが座部１２から離間するように上方に持ち上がる。そして、座部１２に臀部Ｃを
支持させて着座した使用者の大腿部Ａを後方に抱え込むように、使用者の着座姿勢が変化
する。
【００６１】
　すなわち、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、使用者の下腿部Ｂ及び大腿部Ａを同時に
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押圧するべく、座部エアバッグ２０ｂ及び脚部エアバッグ２０ｃが同時に膨張する。その
結果、使用者の着座姿勢が、使用者の下腿部Ｂのみを押圧する場合や使用者の大腿部Ａの
みを押圧する場合とは異なるようになる。そのため、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、
単一のエアバッグを膨張させる場合よりも、使用者の着座姿勢を更に多様に変化させるこ
とにより、使用者の下腿部Ｂから上半身への揺動の伝達態様を更に多様に変化させる。し
たがって、使用者の身体に対してより多様な揺動刺激が身体をほぐす効果として付与され
る。
【００６２】
　上記第６実施形態によれば、上記第１実施形態の効果（１），（２）に加えて以下に示
す効果を得ることができる。
　（１０）各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃが使用者の身体における複数の部位を押
圧して支持することにより、使用者の着座姿勢をより多様にすることができるため、使用
者の下腿部Ｂの揺動動作時に使用者の身体に作用する身体をほぐす動作の動作感をより多
様に変化させることができる。
【００６３】
　（第７実施形態）
　次に、本発明の第７実施形態について図１３に基づき説明する。なお、第７実施形態は
、使用者の下腿部Ｂの揺動動作時に、使用者の末梢側に位置する押圧部位から使用者の中
枢側に位置する押圧部位に向けて押圧動作を順次行う点が上記各実施形態と異なる。した
がって、以下の説明においては、上記各実施形態と相違する構成について主に説明するも
のとし、上記各実施形態と同一又は相当する構成については同一符号を付して重複説明を
省略するものとする。
【００６４】
　さて、本実施形態のマッサージ機１０は、座部１２に着座した使用者の身体に対して揺
動動作による刺激を与える場合、まず、制御部１７が揺動駆動部１９を駆動制御する。す
ると、各脚部支持部１８が左右に揺動することにより、これらの脚部支持部１８に支持さ
れている使用者の下腿部Ｂも各脚部支持部１８と連動して左右に揺動する。
【００６５】
　ここで、使用者の身体に対する揺動刺激の伝達態様を変更する場合、まず、制御部１７
は、脚部エアバッグ２０ｃを膨張動作させる。すると、図１３（ａ）に示すように、使用
者の末梢側に位置する下腿部Ｂは、脚部エアバッグ２０ｃから上方に向けての押圧力を受
けることにより、脚部支持部１８から離間するように上方に持ち上がる。
【００６６】
　そして次に、制御部１７は、座部エアバッグ２０ｂを膨張動作させる。すると、図１３
（ｂ）に示すように、下腿部Ｂよりも中枢側に位置する使用者の大腿部Ａは、座部エアバ
ッグ２０ｂから上方に向けての押圧力を受けることにより、座部１２から離間するように
上方に持ち上がる。
【００６７】
　さらに、制御部１７は、背部エアバッグ２０ａを膨張動作させる。すると、図１３（ｃ
）に示すように、大腿部Ａよりも中枢側に位置する使用者の背部は、背部エアバッグ２０
ａから上方に向けての押圧力を受けることにより、背もたれ部１３から離間するように上
方に持ち上がる。
【００６８】
　すなわち、本実施形態によれば、各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、使用者の下
腿部Ｂの揺動動作時に、末梢側に位置する下腿部Ｂから大腿部Ａを介在して中枢側に位置
する背部に対して順次押圧刺激を作用させる。この場合、使用者の着座姿勢の変化に伴っ
て、使用者の下腿部Ｂから上半身への揺動の伝達態様が変化すると共に、末梢側の押圧部
位となる下腿部Ｂから大腿部Ａを経由して中枢側の押圧部位となる背部に向けて連続的に
押圧刺激が作用することにより、使用者の身体に対してより効果的な身体をほぐす効果が
付与される。
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【００６９】
　上記第７実施形態によれば、上記第１実施形態の効果（１），（２）に加えて以下に示
す効果を得ることができる。
　（１２）各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、使用者の身体における末梢側から中
枢側に向けて連続的に押圧動作を行うことにより、使用者に対してより効果的な身体をほ
ぐす動作を行うことができる。
【００７０】
　なお、上記各実施形態は以下のような別の実施形態に変更してもよい。
　・上記第７実施形態において、各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃは、使用者の中枢
側に位置する押圧部位から使用者の末梢側に位置する押圧部位に向けて押圧動作を順次行
うようにしてもよい。
【００７１】
　・上記第６実施形態において、脚部エアバッグ２０ｃと背部エアバッグ２０ａとを同時
に膨張動作させてもよいし、座部エアバッグ２０ｂと背部エアバッグ２０ａとを同時に膨
張動作させてもよい。更には、脚部エアバッグ２０ｃと座部エアバッグ２０ｂと背部エア
バッグ２０ａとを同時に膨張動作させてもよい。
【００７２】
　・上記第５実施形態において、傾動機構１４は、座部１２の傾斜角度を変更可能な構成
にしてもよい。そして、傾動機構１４は、使用者の下腿部の揺動動作時に、背もたれ部１
３、座部１２、及びオットマン１５のうち何れか一つの傾斜角度を変更させるようにして
もよいし、これらのうち複数の部位の傾斜角度を同時に変更させるようにしてもよい。
【００７３】
　・上記第３実施形態において、脚部エアバッグ２０ｃの膨張状態を一定の時間維持させ
ることなく、脚部エアバッグ２０ｃの膨縮動作を連続的に繰り返すようにしてもよい。
　・上記第３実施形態において、脚部エアバッグ２０ｃの最大膨張量を変化させることな
く一定の大きさに固定してもよい。
【００７４】
　・上記第４実施形態において、複数の座部エアバッグ２０ｂを左右方向に部分的に重畳
させるようにして配置してもよい。また、複数の座部エアバッグ２０ｂを使用者の身体の
体軸方向又は左右方向に離間させた状態で並列して設けてもよい。
【００７５】
　・上記各実施形態において、押圧機構として、例えばモータやボールねじ等から構成さ
れる電動伸縮部材を採用してもよい。
　・上記各実施形態において、使用者の脚部を左右方向に捻りつつ揺動させる構成として
もよい。
【００７６】
　・上記各実施形態において、座部１２又は背もたれ部１３が左右方向に揺動する構成と
してもよい。また、座部１２、背もたれ部１３、及びオットマン１５の脚部支持部１８の
うち、複数の部位を左右方向に揺動させる構成としてもよい。また、座部１２の一部、背
もたれ部１３の一部、又は、オットマン１５の脚部支持部１８の一部を左右方向に揺動さ
せる構成としてもよい。
【００７７】
　・上記各実施形態において、揉み玉によって使用者の背部をマッサージするマッサージ
機構を背もたれ部１３に備えた構成としてもよい。
　・上記各実施形態において、各エアバッグ２０ａ，２０ｂ，２０ｃが使用者の身体を背
面側から押圧した状態で、使用者の身体の一部の揺動動作を開始するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　１０…揺動装置としてのマッサージ機、１２…身体支持部を構成する座部、１３…身体
支持部を構成する背もたれ部、１４…傾斜角度調整機構としての傾動機構、１８…身体支
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持部を構成する脚部支持部、２０ａ…押圧機構及び膨縮部材としての背部エアバッグ、２
０ｂ…押圧機構及び膨縮部材としての座部エアバッグ、２０ｃ…押圧機構及び膨縮部材と
しての脚部エアバッグ。
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